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Feeding Habit of Bluefin Tuna Thunnus thynnus Larvae
in the Western North Pacific Ocean
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This study examined the gut contents of 1,939 larvae (2.28-14.60mm in total length) of 
bluefin tuna Thunnus thynnus collected in 1981 and 1982 by larva-net tows in the waters 
around Nansei Islands, and described their feeding condition and morphological development. 

The larvae fed on small zooplankton, mainly copepods, in the daytime: those less than 
5mm TL on copepoda nauplii of less than 0.3mm in body length, and those larger than 5mm 
TL on larger copepods, especially of genus Corycaeus. This significant improvement of feeding 
ability at 5mm TL was also recognized both from examination of empty stomach rate and

 wet weight of gut content. The analysis of relative growth of the larvae showed that their
 external shape became constant at about 5mm TL.

These results suggest that the larvae larger than 5mm TL fed more efficiently than smaller 
ones, getting higher chance of survival.

海産魚類において減耗が最も大きい と考えられる発育

初期の餌料生物に関する研究は重要であ り,多 くの魚種

において報告されている。しかしながら,マ グロ・カツ

オ類の場合,こ の観点か らの研究は極めて少なく,天 然

のものではキハダThunnus albacares,ビ ンナガT．alal-

unga,メバ チT．obesus,ミ ナ ミマグロT. maccoyii,カ

ツオkatsuwonus pelamis,ソ ー ダガツオ類Auxis spp． に

ついて断片的にみ られるのみで, 1-4)ク ロマグロT．thyn-

nus仔 魚の食性に言及 した研究は見当たらない。

本研究では,天 然で採集 された仔魚の消化管内容物の

種類親成 ・体長組成 ・重量組 成などについて調べるとと

もに,仔 魚の外部形態の発達 との関連性について検討し

た。

材料および方法

本研究で使用した クロマグロ仔魚は,水 産庁調査船照

洋丸(1362.9トン)で,南 西諸島周辺域96調 査地点にお

いて,1581年5～7月 および1982年5～6月 に採集さ

れたものである。採集に用いた稚魚網は口径2m,側 長

6.5mの 円錐形で,網 目幅は網の前部3分 の2が1.7

mm,後 部3分 の1が0.5mmで ある。採集層は表面 と

亜表穏(水 深50mか らの傾斜曳き)で,船 速2ノ ット

で同時に20分 間曳し て仔魚の採集を行った。5,6)食性

調 査 に周 いた クロ マ グロ 仔 魚 は,全 長2.28～14.60mm

の もの1,939尾 で あ る 。ま た仔 魚 の体 重 測 定 は,ホ ル マ

リン固定 材 料 を 用 い,化 学 天 秤 で,0.1mgま で 測 定 し

た 。測 定 個 体 数 ほ98尾 で,全 長 範囲 は2.25～11.43mm

で あ る 。

結 果

クロマグロ仔魚の相対成長　 クロ マ グロ仔魚の頭長／全

長,口 幅／全長,体 高／全長比の成長に伴 う変化をFig.1

に示 した。最初に頭長／全長比の変化についてみ る と,

全長3mmで0.29で あるが,全 長4mmで0,33,全 長

5 mmで0.37と 急激に増大し,そ れ以降は0,38で ほぼ

一定となる(Fig . 1a)。また, 口 幅／全長比は全長3mm

で0.21で あるが,全 長4mmで0.25,全 長5mmで

0.27と な り,全 長6mm以 降 は0.31で 一定 となる(Fig.

1b)。 体高／全長比の場合も前二者と同様の変化傾向を示

し,全 長5mmま での増加 は著 しいが,全 長6mm付 近

でその増加は鈍 り,0.20で ほぼ一定となる(Fig.1c)。

このように,ク ロマグロ仔魚の相対成長の 変化の 様子

は,各形質間で非常に類似 してお り,いずれも全長5mm

付 近で一定となる．

消化管内容物の種類組成　 クロマグ ロ仔魚1,939尾 の

消化管から1,946個 体 の餌料生物が出現した。それ らを
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Paracalanus, Evadneな ど6属 とcopepoda nauplius,

魚 卵 な ど5項目 に 分 け た(Table 1)。 これ らの 生 物 は い

ず れ も内 ・外 洋 とわ ず 普 通 に 出 現 す る小 型 の 動 物 プ ラ ン

ク トン で あ る 。7)個 体 数 に お い て は,消 化管 内 容物 の

97.0%が か いあ し類 で 占め られ てい る。 か い あ し 類 の

中 で も特 に出 現 率 の 高 い 種 類 はCorycaeus属 で,そ の

値 は37.1%に 及 ぶ 。 つ い で 高 率 な ものは,copepoda

naupliusの34.3%, Clausocalanus属 の12.2%で あ

る 。か い あ し類 以 外 で は最 大出 現 率 を示 して い る枝 角 類

のEvadne属 で も 3.0%に 過 ぎな い 。 この よ うに,ク

ロマ グ ロ仔 魚 は か い あ し類 を主 体 に摂 餌 す る が,こ れ ら

か いあ し類 の個 体 数 比 率 は,仔 魚 の大 き さに`よ って 変 化

す る(Fig.2)。 全 長2.01～3.00mmと 全 長3.01～4,00

mmの2階 級 で は,圧 倒 的 にcopepoda naupfiusの 占

め る割合 が 高 い 。 そ の 値 は前者 で82.3%後 者 で65.6%

で あ る 。 しか し,全 長4.01～5.00mm階 級 の仔 魚にな

る と,copepoda naupliusは28.1%に 減少 し,そ れに

代 わ っ てCorycpeus属 が最 大値(40.0%)、 を 占める よう

に な る 。 全 長6.01～7.00mmで そ の傾 向は よ り一層強

Fig.1. Relationship between total length and

 ratios of the head length (H), mouth size

 (d), and body depth (D) to total length (L).

Tabte 1. Number and frequency of occurrence of

 forage organisms found in the guts from 1,939 

bluefin tuna larvae by food items

Fig.2. Composition of copepods found in gut

 of bluefin tuna larvae by total length.
a: copepoda nauplii b: Corycaeus
c: Clausocalanus d: Paracalanus

e: Temora  f: Oncaea  g: copepoda eggs
h: unidentified copepoda



まり,copepoda naupliusは4.1% に減 少 し, Cory-

caeus属 は69.7%に 増加 す る。

以上 の よ うに,クロ グロ 仔 魚は,小 型 の動 物 プ ラ ン

クトンを餌 料 生物 と して い る が,全 長4～5mm階 級 を

境に して,主 餌 料生 物 をcopepoda naupliusか らCory-

raeus属 に変 え

。Fig

. 3. Body length composition of prey found

 in guts of bluefin tuna larvae by total length.

消化管内容物の体長組成 クロマグロ仔魚の消化管内

容物の体長組成を,個 体数で全体の97.0%を 占めてい

たかいあし類*に 限定し,仔 魚の全長階級別にFig. 3に

示した。全長2.01～3.00mm階級 の仔魚の消化管内容物

の体長組成をみると,体 長0.30mm未 満 の餌が70.2%,

体長0.30～0.39mmが22.1%,体 長0.40～0.49mmが

5.5%,体 長0.50～0.59mmが2.2%で,消 化管内容物

の体長が大きくなるに従って,値は 減少してい く負の指

数型分布である。最大値 となっている体長0.30mm未

満の餌の殆どはcopepoda naupliusで あ る。全長3.01～

4.00mm階級 の仔魚の場合 も,体 長0.30mm未 満の餌

料生物の占める割合が,約40%と 最 高で,分 布型は前

階級同様,負 の指数型である。全長4.01～5.00mm階 級

の仔魚では、いままで最大値を占めていた体長0.30mm

未満の餌の値は18.8%に 減少 し,体 長0.30～0.39mm

の餌が23.8%と 最 も多 くなる。その結果,分 布型 も負の

指数型から正規型に近 くなる、全長5.01～6.00mm階級

の仔魚きこなると,最 大値は体長0.40～0.49mmに 移動

し,分 布型は正規型となる。全長6.01～7.00mm階 級 の

分布型は,全 長5.01～6.00mm階 級か ら全長7.01mm

≦階 級への移行型を示す。本階級では体長0.30mm未

満の餌は,約5%に 減少するが,体 長0.70mm以 上 の

餌の値は約20%に 増 加する。一方,全 長7.0.1mm以 上

の仔魚では,前5階級 の分布の様相 とは大きく異なり,

体長0.70mm以 上の餌の占める割合が,40%と 最 も

高くなる。分布型は全長2.01～3.00mm階 級 とは逆の

正の指数型 となる。

Fig. 4. Diurnal change in wet weight of gut

 contents of bluefin tuna larvae.

S.S.: Sunset S.R.: Sunrise

この ように,クロ マグロ仔魚の消化管内容物組成 は仔

魚の大 きさによって異なり,全 長4mmま では体長0.3

mm未 満のcopepada naupliusを 主要餌料生物にして

いる。そして,全 長5mmを 越 えると体長0.4mm以 上

の餌料生物(例 えばCorycaeus属)を主 体に摂餌するよ

うになる。特に,仔 魚の全長が7mmを 越 えると,体 長

0.7mm以 上のかいあし類をより多量に摂餌するように

なる。

摂餌状態　 1). 消 化管内容物重量の日周変化 クロマ

グロ仔魚1,939尾 の消化管内容物重量を,各 個体ごとに

魚谷8) の方法に基づいて求め,そ の日周変化を全長階級

別に　Fig. 4 に示 した。消化管内容物重量の日周変化の

傾向は,い ずれの全長階級においても,ほぼ 同様なパタ

*頭 部先端から叉肢末端までを測定。



一ンを示しているので,こ こでは全長3 .01～4.00mm階

級を例 として述べる。仔魚1尾 当たりの消化管内容物重

量の値は,14時20分 では1.4μgで あるが,14時58

分には6.2μgに 増加する。15時43分 になると,そ の

値は2.8μgに 減少 し,ま た16時08分に は7.2μgと

再び増加する。このように,消 化管内容物重量は日没直

後 までは5μg前 後で推移するが,日 没約30分 後の19

時58分 には13.9μgに 急増する。 しかし,こ の時刻を

境にして値は激減し,21時13分 には0μgと なる。そ

の後 日出直前まで27回 調査が行われているが,い ずれ

も0μgで ある。日出後か ら再び数値は増加 し,5時48

分には2.1μg,7時25分 に は2.5μg,8時58分 には

7.4μgと なる。日出後における消化管内容物重量は,採

集時刻に よって かな り変動するが(最 低は7時34分

の0μgで,最 高は10時14分 の15.5μg),0μgは20

例 中わずか2例 に過 ぎない。すなわち,18例 の消化管内

には何らかの餌料生物が認められた。これに対して,日

没後はいずれの時間帯においても,消 化管内が空の場合

がほとんどであった。このように,クロ マグロ仔魚は日

中に摂餌し,夜 間には摂餌を行わない。

Fig. 5. Frequency distribution of gut content 

 weight index (G.C.W.I.) of bluefin tuna 

larvae in the feeding time (06-20hrs).

 G.C.W.I. (%): [Gut content weight of each 

larva/Body weight of larva as grouped 

by 1 mm interval]•~100

2). 摂餌 時間帯における摂餌状態　 クロマグロの仔魚

は 日中 に 摂 餌 を 行 うこ とが 明 らか に な った 。 日中 に おけ

る仔 魚 の 空 胃率 は,全 長2.01～3.00mmで は32%で あ

るが,全 長3.01～4.00mmに な る と28%と 減 少 し,全

長4.01～5.00mm以 上 で は,最 高 で も23%で 最 低 は

8%(平 均14.5%)に 過 ぎな か った 。こ の よ うに,空 胃率

は 全長4～5mm階 級 を 境 に し て著 し く低 くな る 。

次に,摂 餌 し て い た 仔 魚 の 摂 餌 状 態 を,摂餌量 指数

([各 個 体 の 消 化 管 内 容 物 重 量 ／各全 長 階 級 ご と の仔 魚 の

平 均 体 重]×100)か ら検 討 す る(Fig. 5)。 な お,ク ロマ

グ ロ仔 魚 の全 長(L, mm)と 体 重(W, mg)の 関係 式 は,

W=6.934L2.978×10-3で 示 され る 。

全 長2.01～3.00mm階 級 の仔 魚 の 摂 餌 量 指数 の 頻度

分 布 図 につ い て み る と,0.001～0.050が12.0%,0.051～

0.100が38.4%,0.151～0.200が21.6%,0.301～0.350

が9.6%で,最 頻 値 は0.051～0.100の と ころ にあ る。

す な わ ち,全 長2.01～3.00mm階 級 の ク ロマ グ ロ仔 魚に

お い て は,体 重 の0.051～0.100%に 相 当 す る量 しか摂餌

して い な い もの が,最 も多 い こ とを示 して い る。 この こ

とは,全 長3.01～4.00mmお よび 全 長4.01～5.00mm

の2階 級 の仔 魚 に お い て も同様 で あ る 。 しか し,全 長

5.01～6.00mmに な る と,分 布 の傾 向 は大 き く変化 し,

最 頻値 の 階級 は0.151～0.200に,ま た全 長6.01～7.00

mmで は0.401以 上 の と ころ に移 る。

この よ うに,クロマ グロ 仔 魚 の空 胃率 お よび摂 餌量指

数 の分 布 傾 向 は,全長5mm付 近 を境 に して変 化 が認め

られ る 。

考 察

北西 太 平洋 産 ク ロマ グ ロ仔 魚 の 消 化管 内 容物 調査 を行

った 結 果,本 種 仔 魚 は ソ ー ダ ガ ツオ,1)キ ハ ダ,2)カ タク

チ イ ワ シ, 9)Engraulis mordax10)な ど と同 じよ うに,日

中に 摂餌 行 動 を 行 い,夜 間 に ば 休 止 す るVisual day

feederで あ る こ とが 明 らか に な った 。ま た,本 種 仔魚は

Corycaeus属 やcopepoda naupliusお よびClauoso-

calanus属 な どの か い あ し類 を主 要 餌 料 生 物 とす る。 こ

の ク ロマ グロ 仔 魚 の 消化 管 内 容 物 の 種類 組 成 は,魚 谷

ら4)の 行 った 北 西 オー ス トラ リア産 ミナ ミマ グ ロ,メ パ

チ,ビ ンナ ガ,キ ハ ダ の仔 魚 の それ と類 似 して い る。し

たがって,小 型かいあし類を主餌料生物とするのは,本

種仔魚だけの特性ではなく,マ グロ類仔魚に共通した特

性であると考えられる。

本種仔魚の消化管内容物組成は,仔 魚の成長に伴って

変化することが明らかとなった。全長5mm以 下の小

さい仔魚では体長0.3mm未 満のcopepoda nauplius

を,全 長5mmを 越す と,体 長0.4mm以 上のCory-

caeus属 を主に摂餌するようになる。copepoda naupli

iを主餌料 としている全長5mm未 満 の仔魚の空胃率は



約30%で あるが,Corycaeus属 を主餌料 とする全長5

mm以上からは20%以 下 と低 くなる。摂餌量指数の組

成の分布の傾向も全長5mmを 境にして変わ り,全 長

4.01～5.00mm階 級以下の3階 級の仔魚では,い ずれも

指数0.051～0.100の ところに最頻値 が あ る が,全 長

5.01～6.00mm階 級 以上 に な る と,指 数の最頻値は

0.151～0.200あ るいはそれ以上に移る。このように,ク

ロマグロ仔魚は全長5mm前 後を境にして,よ り大き

な餌を摂餌し始めるばか りでなく,量 的にも多 くの餌を

とるようになる。

一方,ク ロマグロ仔魚の成長に伴 う相対成長について

検討した結果,頭 長,口 幅,体 高などの全長比はいずれ

も全長5mm付 近 までは急増するが,そ れ以後はほぼ一

定になることが明らかになった。さらに,全 長5mm付

近で脊索末端が上屈 し,ま た第1背 鰭や尾鰭に鰭条が形

成されるなど体形も整って くる。このことは,矢 部ら11)

の報告とも一致している。マサバで知 られるように,仔

魚期においては,鰭 の形成や筋肉の発達が,仔 魚の運動

能力,摂 餌能力の向上に大きく反映される。12)このこと

から,本 種仔魚の遊泳力は,形 態学的にみ て,全 長5

m mを 境にして飛躍的に増大するとみ られる。このよう

な形態上の発展期の全長は,生 態上の変化期,す なわち

小型のcopepoda naugliusか らより大型のCorycaeus

属へ食性が転換する時期の全長 と良く対応している。こ

のことは,一 つにはこの間の口幅の拡大や,遊 泳力増大

に伴って仔魚の捕食能力が向上した結果を反映し ている

のであろう。この時期に仔魚の摂餌状態が向上すること

は,本 研究で示された摂餌量指数の組成の変化からも,

その事実が裏付け られよう。

以上のように,クロマ グロ仔魚の形態の発達は,仔 魚

の摂餌能力を著 しく向上させることが明らかになった。

これは,単 に量的な面ばか りでなく,よ り大型で餌料価

値 の 高 い 飼 生 物 を 捕食 す る能 力 の拡 大 を意 味 し,仔 魚 の

生 き残 りに も大 き く寄 与 す る と推 察 さ れ る 。
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産 庁 調 査 船 照 洋 丸 の船 長 大 村 千 之 氏及 び乗 組 員 の 方 々,

並 び に乗 船 調 査 に 当た られ た 調 査 員 の 各 位 に 感 謝 の 意 を

表 します 。
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